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市 政 に 新 ・ 活 力 ! ! 

１２月定例議会報告 

平成１８年第４回市議会定例会が12月5日より20日ま

で開催されました。私も２度目の一般質問をさせてい

ただきました。今回は９月議会以降、皆様から頂いた

ご要望やご相談の中から 

1. 発達障害のある子ども達への支援体制について 

2. 子どもの居場所作り 

3. 立川市の観光事業について 

4. くるりんバスルートについて 

以上４つのテーマについて質問を致しました。 

発達障害のある子どもへの支援については、本年４月から始まる特別支援教育

において、子ども１人１人の個性に十分対応した教育ができるよう校内の体制

作りと専門家の育成を求めました。子どもの居場所については地域で子どもを

育成する「放課後子どもプラン」と中高生による児童館利用ついて提言。観光

事業については映画やﾃﾚﾋﾞﾄﾞﾗﾏのロケーションを誘致して立川から全国に情報

発信できるフィルムコミッション事業の拡充を求めました。くるりんバスの

ルートは、要望のある地域のニーズを十分汲み上げるよう訴えました。 

これからも現場を大切に、進んで政策提言をして参ります。 

  福島正美ホームページ http://www17.ocn.ne.jp/~mf2933 
    日々の活動を綴っております。ご意見、ご要望何でもお寄せください。 

福島正美ﾆｭｰｽﾚﾀｰ 

２００７年の新年を迎えて 
 新年明けましておめでとうございます。昨年の

市議選で皆様に大変なご支援をいただき市政にお

送り頂いてから、これまで半年間無我夢中で働い

て参りました。多くの方々からご相談やご要望を

お聞きし市政に届けて参りました。誠にありがと

うございました。これからも尚一層の地域密着を

進め、皆様の持つあらゆる問題や課題に真っ向か

ら取り組み誠心誠意働いて参ります。更なるご指

導とご鞭撻を宜しくお願い申し上げます。 

１２月定例議会報告 



１．発達障害のある子どもへの支援体制について 
● 通級指導学級と通常学級の教員同士の十分な行き来と、保護者との 

三者面談の実施 

● 発達障害専門の先生の配置及び学年学級特別指導員の活用 

２．子どもの居場所作りにつて 
● 放課後子どもプランへの取組み方 

● 中高生の児童館の日曜利用について 

３．立川市の観光事業について 
● 映画やテレビドラマ、ＣＭの撮影を誘致するフィルムコミッション事業の 

一層の拡大 

● 羽衣ねぶた祭りの観光事業化 

４．くるりんバスルートについて 
● 要望に沿ったルートの実現と市民懇談会の持ち方について 

福島正美 １２月市議会定例会での一般質問 

一般質問の要旨は以下の通りです 

発達障害のある子どもへの支援体制について 
【質問①】来年度より始まる特別支援教育の体制作りが進んでいるが、まだ現状は相談窓口や

各部署間の連携が不十分で、保護者の精神的負担が大きく満足いくものとなっていない。通級

指導学級のあげぼの学級で個々に合った教育を行なっているが、せっかくあけぼの学級で習っ

たことが普通学級に戻ると生かせない、先生もどう対応したら良いかわからない。また困って

いる普通学級の先生があけぼの学級の授業を見に来ないと言われている。もっと行き来をして

個別対応を深めるべきである。 

【質問②】あけぼの学級の先生と普通学級の先生、保護者との三者面談の機会を設けるべきで

ある。発達障害専門の先生を配置することも必要。 

【答弁①(教育長)】通級による指導は１人１人の子どもによって指導時間が異なり、時間を合

わせることが困難な場合もある。電話や手紙等により担当の教員同士が連絡を取っているが、

子どものそれぞれの学級での様子を知るために十分な行き来をする必要がある。個々のニーズ

に合った適切な指導が行なっていけるよう努力していく。 

【答弁②(教育長)】全ての学校･学級で一律に実施することは難しいが、必要に応じて教員同士

が連絡を取り合い、保護者を交えた三者面談を実施することは可能である。 

子どもの居場所作りにつて 
【質問】放課後子どもプランは地域が子どものために如何に結集し協力し合えるかにかかって

いる。行政として地域をどう啓発していくのか。中高生の児童館の日曜活用は不登校や引きこ

もりになっている子どもの受け入れ場所の機能も果たすべきであり、運営は中高生の自主性に

委ねるのが良いと思うがどうか。 



柴崎町６丁目運動場入口の 

道路補修工事が完了 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
錦町下水処理場横のテニス･フットサルコ 

ート入口に通じるＬ字路の道路補修工事が

実施されました。ご近所の方より、道がでこ

ぼこして、雨の日に大型車等が通ると水が

はねて困っているとの苦情が出ていました。

この度広い範囲に渡り綺麗に舗装され整備

されました。 

錦六公園に新しいフェンスが設置 

 

 

 

 

錦六公園の金網策の交換工事が実現しま

した。町会の方から、策が破れており、子ど

もが出入りして危ないとの声を聞いておりま

した。今回古い金網は撤去され、新しいフェ

ンスが取り付けられました。 

 

皆様の声で実現しました皆様の声で実現しました!!!!  

【答弁(子ども家庭部長)】放課後子どもプランの地域の結集は学び､遊び､交流､体験の場等にふさ

わしい指導者や安全管理員の確保に努めたい。児童館の日曜開館は中高生の心の居場所やフリース

ペースとなってもらいたい。運営委員会を設置し中高生にも参加をしていただく。 

立川市の観光事業について 
【質問】立川の観光資源に映画やドラマ･ＣＭのロケーションを誘致して立川の名を全国に知って

もらうためのフィルムコミッションの事業をもっと伸ばしていくべきです。観光協会だけでなく

もっと組織横断的に他の部署や市民に呼びかけて沢山のスタッフで取り組むことはできないか。 

【答弁(産業文化部長)】フィルムコミッションはシティセールスの面でかなり有用と考えており、

市のイメージアップにもつながっている。現在作成中の観光振興プランの中にも位置付けて取り組

んでいく。沢山の人たちに加わって頂いてやることはとても良いことで、ＮＰＯ法人などの民間活

力が出てくれば大いに支援をしたい。 

くるりんバスルートについて 
【質問】ルートを決めている市民懇談会はどのようなやり方で進めているのか。自発的要望はどの

くらいあるか。 

【答弁(都市整備部長)】市内７カ所で市民懇談会を開催し参加者からルート案を作成して頂いた。

ワークショップや広報で再度市民から意見を伺い、修正案を交通管理者を協議した後警視庁、国交

省の許認可を得て現在のルートになった。 



私の政策･ビジョン 

南口から西国立駅までの一本の軸を中心とした再開発プランを策定すべき 
 平成21年3月に現庁舎が移転し、新庁舎が建設されるのに伴い、現庁舎跡地をどう有効利用する

かが今大きな問題となっております。平成17年3月からの市民参加による「立川駅南口周辺まちづ

くり協議会」の中間とりまとめが昨年12月に広報にて発表され、３月には最終答申が市長に提出さ

れます。これまでの議論は、第一庁舎･議会棟･駐車場を取り壊し、イベント広場等として暫定利用

し、第二庁舎に行政機能を残し学習センター及び市民活動スペースを作るという短期的利用と、そ

の後第二庁舎・市民会館を取り壊し大規模な文化・芸術拠点を創出する中長期利用という段階的な

使用が計画されています。 

 私はこの市民案を生かしながら、ほぼ同時に空くことになる隣接した簡易裁判所・検察庁跡地と

更に隣の立川区合同庁舎（法務局・税関）の両官庁街とＪＲ西国立駅も含めた一括利用で捉えた計

画をすべきであると考えております。南口から現庁舎を通り西国立駅に繋がる一本の太い軸の再生

整備計画であるべきです。単なる跡地利用というような中途半端な施設が出来ても南口の活性化に

は結び付きません。立川には三多摩の核都市として多くの人を呼び込める魅力がある筈です。 

 このことをはっきりと議会で提言をして参ります。 

 

このニュースレターは日常における地域の皆様との情報交換を目的

としてお届けしております。私自身の議会報告と共にお互いのコミュ

ニケーションを深める為にどんなことでも結構ですのでお困り事、ご

要望、ご意見何でもお寄せください。お待ちしております。 

FAX/TEL：０４２－５２２－９９７１ 

Ｅmail：mamfunks@rhythm.ocn.ne.jp 
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携帯：０９０－６５４５－２４２５ 

E-Mail:mamfunks@rhythm.ocn.ne.jp 

URL:http://www17.ocn.ne.jp/~mf2933 


